
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サッカー部が第８ブロック冬季研修大会にお

いて、B リーグ優勝を果たしました。 

日々の練習の成果を遺憾なく発揮でき、優勝

を勝ち取ることができてチーム全体で自信にな

ったことと思います。 

 

今回は第８ブロック B リーグということでの出場でしたが、上位

A リーグの４校との差はほとんどないと思います。 

次の大会は５月から行われる選手権大会予選であり、３年生が

出場できる最後の大会となります。 

何といっても最後は一人一人の気持ち次第ですので、都大会

出場に向け一丸となって頑張ってください！ 

サッカー部の皆さん、本当におめでとうございました。 

 

 

 

１年生副担任・英語科の河野 美紗主任教諭ですが、腰の手術のため１か月間の病気休暇に入ります。 

その間の英語の授業は少人数授業ではなく、学級単位での授業となりますことをご理解ください。 

何卒、よろしくお願いいたします。 

       学校だより  大岳高く多摩秩父   瑞穂町立瑞穂第二中学校 

 

        令和５年度    第１１号    令和６年３月１日（金）  校長 吉田 周平 
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サッカー部 第８ブロック冬季研修大会 B リーグ優勝 

お知らせ 

サッカー部の部員 

最優秀選手 

木村空人くん 

最優秀選手 

田中 豪くん 

主将 小松龍世くん 
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「 温 故 知 新 」  

 温故知新という言葉は、「ふるきをたずねて あたらしきをしる」とも読みます。この言葉の意味は、

昔のことを調べて研究し、その学んだことを参考にすることで、いつの時代も変わらない不変の真理を知

り、自分の生き方の支えにすることです。 

瑞穂二中の歴史を調べてみると、様々な人たちの思いが込められた学校であることが分かります。校内

にあるほとんどの樹木は、地域の人々による奉仕作業によって植えられたものです。これらの樹木を見る

たびに、開校当初の人々の思いや「自分たちの手で二中をよりよいものにしよう。」と行動してくれた先

人たちの思いに触れることができ感謝する気持ちになります。 

また、瑞穂二中の歴史をひもとくと、創立から大切にしている「３つの心」があるように思います。一

つは、在校生や卒業生が「学校を愛する心」です。先日、第１０２回全国高校サッカー選手権大会で３位

になった、高木 琉世さんがメダルをもって学校訪問してくれました。時間が経っても、中学校の頃の思い

出や学んだことが心の中で生きていると感じたうれしい出来事です。二つは、教職員が生徒を育てる「教

育する心」です。生徒の皆さんに豊かで実りある学びを実践するために、教職員が力を合わせ教育活動に

励み、師弟同行（生徒と共に歩む）という心構えで皆さんに接しています。そして３つが、瑞穂二中に学

ぶ生徒たちの「育ちゆく心」です。生徒の皆さんが、自分の個性や可能性を存分に発揮したくましく育っ

ていく成長の様子を見守る、学校・保護者・地域の方々の喜びの姿があります。 

これら先人から引き継いでいる「３つの心」は、変化の激しい社会にあっても変わることのない、価値

あるものだと思います。過去には感謝、現在には挑戦、未来には希望の心をもち、新しい歴史をみんなで

刻んでいきましょう。あと少しで新しい年度を迎えます。「 故(ふる)きを温(たず)ねて新(あたら)しきを

知る(しる) 」この機会に、瑞穂二中の歴史と伝統を学び、充実した学年末を過ごしてほしいと思います。 



 

 

                              １月２８日（日）に瑞穂町役場議場にて『みずほ小・中学生議

会                                   会が行われました。瑞穂第二中学校からは生徒会役員が学校 

                            の代表として瑞穂町長に質問・提言を行いました。 

議会は休憩を挟んだ２部構成で行われ、本校の質問・提言は 

後半でした。前半の部では、生徒会役員書記の近藤 徠睦くん 

が立派に議長を務め、議事をスムーズに進行してくれました。 

瑞穂第二中学校の質問・提言内容は、モノレールの開通に

伴い、「瑞穂町を盛り上げるために」は何ができるかというもので、 

①特産品を基にした商品開発 ②特産品等の提供方法 ③観

光客に焦点を当てた移動手段の３点を具体的な内容で発表し

ました。それに対し、瑞穂町長は分かりやすく丁寧に回答してい

ました。生徒会役員の皆さん、準備等ありがとうございました。 

大変工夫のある質問・提言の内容であり、立派な発表でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１週】                【第４週】 

  １日（金）都立一般入試発表      １８日（月）クローバー教室（１・２）終 

       瑞穂ＭＧＧ（１）       １９日（火）第４８回卒業式 

                     ２０日（水）春分の日 

【第２週】                ２１日（木）都立定時制出願 

  ４日（月）生徒会朝礼 避難訓練    ２２日（金）給食終 大掃除 

       クローバー教室面談始 

  ６日（水）安全指導日        【第５週】 

       都立後期二次出願      ２５日（月）修了式 

  ７日（木）校外学習（２）       ２６日（火）春季休業始 

  ８日（金）がん教育（３） 専門委員会       定時制二次入試 

       クローバー教室（３）終   ２７日（水）定時制二次発表 

  ９日（土）都立後期二次入試 

 

【第３週】 

１１日（月）学年朝礼 

 １２日（火）拡大中央委員会 部長会 

 １４日（木）給食終（３） 

       都立後期二次発表 

 １５日（金）卒業式予行練習 

クローバー教室面談終 

３月の主な予定 

みずほ小・中学生議会 

生徒会役員：提言発表の様子 

“みずほまる”との記念撮影 議長を務めた近藤徠睦くん 


